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日
通

条
裁
判

血
も
涙
も
な
い
不
当
判
決

18

そ
も
そ
も

条
、
有
期
労
働
者
を
守
る
た
め

18

■
弁
護
士
「
雇
用
契
約
更
新
が
８

回
、
７
回
ま
で
雇
用
継
続
が
続
き
、

８
回
目
の
雇
用
契
約
で
「
雇
い
止

め
」
に
サ
イ
ン
を
し
た
こ
と
を
裁

判
長
は
合
法
と
判
断
し
た
。
選
択

の
余
地
を
与
え
ず
雇
い
止
め
を
迫

り
、
「
拷
問
で
サ
イ
ン
さ
せ
た
の

と
等
し
い
」
と
迫
る
も
聞
き
入
れ

ず
不
当
判
決
を
出
し
た
。

■
原
告
Ｏ
さ
ん
「
労
契
法

条
を

18

利
用
し
て
一
方
的
に
雇
い
止
め
を

し
た
。
許
せ
な
い
。

条
は
有
期

18

労
働
者
を
守
る
た
め
に
つ
く
ら
れ

た
も
の
。
逆
手
に
取
っ
た
。
同
じ

境
遇
の
労
働
者
に
応
え
る
法
律
に

ち
ゃ
ん
と
し
た
い
。
高
裁
で
し
っ

か
り
主
張
す
る
」。

ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
・
お
互
い
さ
ま

た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

名
目
も
実
質
も
下
が
り
続
け
る
賃
金

年
の
民
間
年
間
賃
金
は
４

18
４
０
・
７
万
円
だ
っ
た
。
そ
れ

が
、

年
は
４
３
６
・
４
万
円

19

に
下
が
り
、
非
正
規
も

年
１

18

７
９
・
０
万
円
か
ら
１
７
４
・

６
万
円
に
下
が
っ
た
。

安
倍
政
権
も
、
菅
政
権
に
な

っ
て
も
「
雇
用
を
増
や
し
た
」「
賃

金
を
上
げ
た
」
と
ウ
ソ
を
言
い

続
け
て
い
た
が
、
改
め
て
数
字

を
見
れ
ば
、
そ
の
下
げ
幅
と
こ

の
額
で
生
活
が
で
き
る
の
か
労

働
者
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
て
く
る
。

日
本
の
実
質
賃
金
は
、
２
０

０
０
年
か
ら
賃
下
げ
が
続
い
て

い
る
。
Ｇ
７
で

年
を
１
０
０

00

と
す
と
１
０
０
を
切
る
の
は
日

本
だ
け
。
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
世
界

３
位
で
も
、
国
民
一
人
当
た
り

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

位
ま
で
下
降
す

26

る
。資

本
の
搾
取
に
よ
り
、
労
働

者
の
生
活
は
奪
わ
れ
て
い
る
。

ま
し
て
コ
ロ
ナ
禍
で
、
解
雇
、

休
業
、
手
当
の
削
減
等
々
が
進

ん
で
い
る
。
こ
の
賃
金
実
態
か

ら
、
労
働
者
は
「
１
日
８
時
間

働
い
て
暮
ら
せ
る
賃
金
を
」
今

こ
そ
声
を
大
に
す
る
と
き
だ
。

月
１
日
、
日
通

条
雇
い
止

10

18

め
裁
判(

伊
藤
ゆ
き
こ
裁
判
長)

の

判
決
が
あ
っ
た
。
裁
判
所
玄
関
、

「
不
当
判
決
」
「
労
働
契
約
法
18

条
に
触
れ
ず
」
の
垂
れ
幕
を
掲
げ
、

警
備
員
の
制
止
を
振
り
切
り
正
門

前
の
支
援
者
に
裁
判
の
不
当
を
訴

え
た
。
支
援
者
か
ら
怒
り
の
怒
号

が
響
く
。

裁
判
の
開
廷
す
る
１
時
間
前
の

時
、
支
援
者
が
押
し
寄
せ
、
地

12裁
前
宣
伝
行
動
は

名
で
溢
れ
、

54

清
光
さ
ん
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。

◆
斎
藤
お
互
い
さ
ま
委
員
長
「
公

正
で
公
平
な
判
決
を
求
め
る
。
東

京
地
裁
が
労
働
者
の
思
い
に
応
え

る
判
決
を
願
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と

頑
張
り
ま
す
」
◆
原
告
Ｏ
さ
ん
「
私

は
労
契
法

条
で
雇
い
止
め
さ
れ

18

ま
し
た
。
労
働
者
を
守
る
法
律
が

凶
器
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
裁
判

所
は
日
通
の
悪
意
を
断
罪
し
て
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ん
と
頑
張
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
。
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
法
廷
に
入
っ
た
。

判
決
後
、
隣
接
す
る
弁
護
士

会
館
で
、
弁
護
士
３
人
か
ら
報
告

を
受
け
た
。

民
間
賃
金
、
減
少

平
均
４
３
６
万
円
、

年
分

19

非
正
規
平
均
は
１
７
４
万
円

暮
ら
せ
な
い
賃
金

民
間
会
社
で
働
く
人
が

年
の

19

１
年
間
に
得
た
平
均
賃
金
は
前
年

比
１
・
０
％
減
の
４
３
６
万
４
千

円
で
、
７
年
ぶ
り
に
減
少
し
た
こ

と
が
９
月

日
国
税
庁
の
民
間
給

29

与
実
態
統
計
調
査
で
分
か
っ
た
。

調
査
は
１
９
４
９

年
に
始
ま
り
、
約
１

万
８
５
０
０
事
業
所

の
約

万
人
の
回
答

24

を
基
に
、
全
体
を
推

計
し
た
。

年
分
を

19

対
象
と
し
た
調
査
の

国税 庁調べ



第

回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・
ユ
ニ
オ
ン
全
国
総
会

32
特
別
報
告
４
本
に
共
感
と
組
織
の
大
切
さ
を
学
ぶ

大
阪
府
労
委

ナ
ニ
ワ
生
コ
ン
解
雇
無
効
命
令

関
生
支
部
排
除
攻
撃
の
不
当
性
が
浮
き
彫
り

９
月

日
、
大
阪
広
域
協
同
組

28

合
が
仕
掛
け
た
関
生
支
部
排
除
攻

撃
の
象
徴
と
言
う
べ
き
「
ナ
ニ
ワ

生
コ
ン
事
件
」
で
、
大
阪
府
労
働

委
員
会
が
懲
戒
解
雇
を
無
効
と
す

る
勝
利
命
令
を
出
し
た
。
こ
れ
は

七
牟
礼
副
委
員
長
ら
が
ス
ト
ラ
イ

キ
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
を
理

由
に
懲
戒
解
雇
し
た
事
件
。

ま
た
、
こ
の
日
は
他
の
３
件
の

労
働
委
員
会
事
件
で
も
救
済
命
令

が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
で
救
済
命
令

は
９
件
に
な
り
、
い
か
に
、
警
察

と
大
阪
広
域
協
組
で
一
体
と
な
り

関
西
生
コ
ン
支
部
を
攻
撃
し
た
こ

と
が
鮮
明
に
な
っ
た
。

こ
の
日
は
藤
本
泰
成
さ
ん
（
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
共
同
代
表
）
と
一

緒
に
和
歌
山
地
裁
に
向
か
い
、「
憲

法
違
反
の
保
釈
条
件
取
り
消
せ
」

の
団
体
署
名
１
８
５
７
通
を
提
出

し
た
。

日
明
日
は
大
津
地
裁
に

29

提
出
す
る
。

ナ
ニ
ワ
生
コ
ン
と
い
う
企
業

ナ
ニ
ワ
生
コ
ン
解
雇
事
件
の
勝

利
命
令
は
特
別
な
意
義
が
あ
る
。

年

月
、
関
生
支
部
は
大
阪
広

17

12

域
生
コ
ン
協
組
ら
に
対
し
て
「
運

賃
引
き
上
げ
の
約
束
を
守
れ
」
と

要
求
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
大
阪
広
域
協

組
が
「
ス
ト
ラ
イ
キ
は
威
力
業
務

妨
害
」
「
関
生
支
部
は
組
織
犯
罪

集
団
だ
」
と
非
難
、
全
面
対
決
姿

勢
を
と
っ
た
の
が
「
関
西
生
コ
ン

事
件
」
の
発
端
で
あ
っ
た
。
そ
の

と
き
最
初
に
手
を
付
け
た
の
が
、

関
生
支
部
と
協
力
関
係
に
あ
る
生

コ
ン
業
者
の
分
断
と
切
り
離
し
で

あ
っ
た
。
そ
の
標
的
は
、
ナ
ニ
ワ

生
コ
ン
。
ナ
ニ
ワ
生
コ
ン
は
当
時
、

ラ
イ
キ
に
同
調
し
て
融
和
的
な
姿

勢
を
と
っ
た
」
な
ど
と
い
う
口
実

を
つ
け
、
ナ
ニ
ワ
生
コ
ン
の
系
列

販
売
店
に
つ
い
て
、
大
阪
広
域
協

組
の
登
録
販
売
店
資
格
を
剥
奪
す

る
措
置
を
と
っ
た
。
登
録
販
売
店

の
資
格
を
奪
わ
れ
る
と
ナ
ニ
ワ
生

コ
ン
は
営
業
停
止
に
等
し
い
打
撃

を
受
け
る
。
ナ
ニ
ワ
生
コ
ン
は
、

手
の
平
を
返
し
、
経
営
者
会
の
会

長
を
辞
職
し
、
大
阪
広
域
協
組
に

対
し
て
関
生
支
部
と
の
「
絶
縁
」

を
誓
い
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
登
録
販

売
店
資
格
は
復
活
し
た
。
こ
の
一

連
の
流
れ
を
み
て
い
た
生
コ
ン
業

者
は
一
様
に
震
え
上
が
り
、
つ
ぎ

つ
ぎ
に
「
経
営
者
会
」
か
ら
脱
退

し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
築

か
れ
て
き
た
関
生
支
部
と
中
小
企

業
の
協
力
関
係
が
ズ
タ
ズ
タ
に
さ

れ
、
権
力
弾
圧
が

年
７
月
か
ら

18

は
じ
ま
る
。
そ
し
て
ナ
ニ
ワ
生
コ

ン
は
、
大
阪
広
域
協
組
と
警
察
に

さ
ら
な
る
「
忠
誠
の
証
し
」
を
示

す
か
の
よ
う
に
、
無
謀
な
懲
戒
解

雇
を
強
行
し
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
経
緯
に
照
ら
し
て
み
れ

ば
、
今
回
の
府
労
委
命
令
は
た
ん

な
る
個
別
の
解
雇
事
件
の
勝
利
命

令
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
阪

広
域
協
組
が
仕
掛
け
た
関
生
支
部

排
除
攻
撃
の
不
当
性
を
浮
き
彫
り

に
す
る
意
義
を
持
つ
。

９
月

日
に
第

回
コ
ミ
ュ

26

32

ニ
テ
イ
・
ユ
ニ
オ
ン
全
国
総
会

が
神
奈
川
県
横
須
賀
市
の
ベ
イ

サ
イ
ド
ポ
ケ
ッ
ト
で
開
催
し
た
。

午
後

時

分
、
ユ
ー
チ
ュ

13

30

ー
ブ
ラ
イ
ブ
配
信
も
し
て
、
全

国
か
ら
１
３
３
名
が
参
加
（
会

場
は
５
０
０
名
収
容
で
密
を
避

け
て
調
整
）
し
た
。

総
会
議
案
が
承
認
さ
れ
る
と

特
別
報
告
４
本
が
発
せ
ら
れ
た
。

は
り
ま
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
は
、

兵
庫
県
の
藤
興
業
で
働
く
組
合

員
は
組
合
を
潰
さ
れ
、
解
雇
さ
れ

た
。
会
社
の
攻
撃
に
抗
し
て
、
組

合
員
が
ら
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
参
加
で
、

特
別
報
告
を
し
た
。

地
元
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
①

講
談
、
ピ
ー
ス
バ
ン
ド
演
奏
②
講

演
は
、
労
働
弁
護
団
幹
事
長
を
担

う
新
倉
弁
護
士
か
ら
、
「
非
正
規

労
働
者
支
援
基
金
と
相
談
事
例
」

が
語
ら
れ
、
「
近
年
の
軍
港
横
須

賀
の
実
情
」
に
つ
い
て
も
加
え
語

っ
た
。

翌
日
は
、
軍
港
巡
り
の
レ
ク
チ

ャ
ー
を
受
け
て
か
ら
、
約

分
間

45

の
軍
港
巡
り
を
し
た
。
お
互
い
さ

ま
は
６
名
を
代
表
派
遣
し
た
。

報
告
＝
お
互
い
さ
ま

労
働
側
と
集
団
交
渉

を
お
こ
な
う
業
界
側

の
団
体
「
大
阪
兵
庫

生
コ
ン
経
営
者
会
」

（
経
営
者
会
）
の
会

長
企
業
だ
っ
た
。

「
忠
誠
の
証
し
」

大
阪
広
域
協
組
は

ナ
ニ
ワ
生
コ
ン
が
「
ス

便乗解雇を許さない抗議行動

全
国
総
会
・
集
会
次
第

●

時

分

総
会
・
集
会
開
会

13

30

主
催
者
・
現
地
来
賓
挨
拶

●

時

分

特
別
報
告

14

15

●

時

分

講
演
・
現
地
文
化

15

10

「
非
核
市
民
宣
言
ヨ
コ
ス
カ
」

新
倉
祐
史
氏
（
神
奈
川
労
働
弁
護
団
）

●

時

分

集
会
宣
言

17

10

※
翌
日
は
軍
港
巡
り
（
オ
プ
シ
ョ
ン
）

次
回
の
開
催
地
は
静
岡
市

議案提案をする岡村哲文事務局長


